
マツタケの近縁種で、傘は径6-10cm、表面は帯黄土褐色からくり褐色、のち表皮は裂けて大小の鱗片を

生じる。柄は6-10.5cm×18-25mmで基部は急に細くなる。肉はマツタケより多少やわらかく、においはほと

んどしない。初秋の候（9月頃）、コナラ・シイ等の広葉樹林内に群生。

シロを形成して、気候次第ではかたまって発生するた
め、発生地によっては市場出荷されるが、局地的。

発生地の保全。
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兵庫県ランク…ニセマツタケ
環境省ランク… －Tricholoma  fulvocastaneum  Hongo


